
 

Ｒ８ 研修構想図  

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

【 学校教育目標 】「い・わ・ま・つ」 
い…いつでも自分から動く子   わ…わたしもあなたも大事にする子 
ま…学びを楽しみ、表現する子  つ…つながりながら成長する子 

【 重 点 目 標 】       きたえよう 前向きな「心」 

【 研 修 テーマ 】  学び合いの中で“自りつ”する子 
〈令和８年度 研修の重点〉 

安心して前向きに愉しめる授業 

 

① 岩松北小の児童の特性（体験的な活動を通して仲間と共に学びたいと思っている）を生かして、教師の

発問などをきっかけに各自が前向きに課題追究を繰り返していく。 

② 学習する意義を理解したり学習習慣を身に付けたりしながら、チーム（目標を共有し活動を前向きに行

う集団）を作り上げる。 

③ 児童はICT 等を活用し、自らの学びを調整しながら、既習事項や複数の情報からどのよう

に考えたかを自分の言葉で表現する対話を通して、疑問を解決したり、考えを深めていっ

たりすることを繰り返していく。 

個別最適な学び 

自 律 

自 立 

より良い自分になろうとする子 

協働的な学び 

①単元や題材の設計（直接的指導） 

②多様な教材の提供、足場かけの準備（間

接的な指導） 

③学習環境の整備（学習環境設定の工夫） 

「自ら学習を調整し既習事項や複数の

情報を生かして表現できる姿」を目指す 

「傾聴と対話を通して前向

きに学びを深める集団」を

目指す 

話を最後

まで聴く 

学習のサイク

ルを回す感覚 

振り返りを大

切にできる 
自分の思いを自己分析できる 

学びの方法を

選択できる 

分からないと言える 

自分の言葉で伝える 学び方を選ぶ 
安心して学べ

る関係性 

自分たちで高め合う 

自分の考えをも

ち表現する 

①単元や題材の設計（直接的指導） 

②多様な教材の提供、足場かけの準備（間

接的な指導） 

③学習環境の整備（学習環境設定の工夫） 

安心して前向きに愉しめる授業 

・多様な反応、呟きが認められ、それらが授業に生かされる。 

・わからないときに、友達や先生に相談することができる。 

・失敗しても、何度でもやり直すチャンスがある。 

・困っている友達を助けることができる。 

自分の力で学ぼうとする子 


